
　　
　

十
二
月
補
正
予
算
は
、
ど
の
よ
う

な
考
え
方
で
編
成
し
た
の
か
。

　

ま
た
、
五
十
億
円
と
な
っ
た
地
域
医

療
再
生
基
金
を
活
用
し
て
、
医
師
不
足

等
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

　
　

十
二
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

①
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
経
済
・
雇
用
対
策
を
推
進
す
る

こ
と

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
な
ど
、

緊
急
的
に
対
処
す
べ
き
課
題
に
対
し
、

必
要
な
予
算
を
措
置
す
る
こ
と

こ
の
二
点
を
基
本
と
し
、
編
成
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
で
は
「
香
取
・
海
匝
」

と
「
山
武
・
長
生
・
夷
隅
」
の
、
二
つ

の
二
次
保
健
医
療
圏
を
対
象
に
、
地
域

医
療
再
生
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
医
師
不
足
が
全
県
的
に
深
刻

で
、
地
域
の
医
療
機
能
の
低
下
や
病
院

の
経
営
難
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
「
千
葉
県
医
師
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
や
修
学
資
金
制
度
の
拡
充

に
よ
る
医
師
確
保
な
ど
、
県
全
体
の
医

療
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て

い
く
。

　

な
お
、
本
県
の
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
「
千
葉
県
地
域
医
療
再
生
本

部
」
を
設
置
し
、
事
業
の
具
体
的
な
進

め
方
な
ど
を
協
議
し
た
上
で
、
基
金
活

用
の
効
果
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

　　　
　

各
課
室
に
一
連
の
会
計
を
全
て
任

せ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
は
な
く
、
職
務

を
分
担
さ
せ
て
、
相
互
牽
制
、
相
互
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
、
本
庁
及

び
出
先
機
関
の
物
品
を
、
集
中
的
に
調

達
す
る
機
関
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
各
所
属
で
共
通
し
て
使
用

す
る
消
耗
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
よ
り

品
目
数
を
増
や
し
、
集
中
調
達
機
関
が

締
結
し
た
単
価
契
約
に
よ
り
、
各
所
属

が
購
入
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
以
外

の
消
耗
品
や
備
品
で
一
定
金
額
以
上
の

品
に
つ
い
て
は
、
集
中
調
達
機
関
で
契

約
業
者
等
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
集
中
調
達
機
関
で
行
う
見
積

り
合
わ
せ
に
お
い
て
、
見
積
り
の
相
手

方
を
県
が
特
定
せ
ず
、
参
加
希
望
業
者

か
ら
見
積
書
を
徴
す
る
、
オ
ー
プ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
（
公
開
見
積
り
合
わ
せ
）
方

式
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

　　
　

こ
の
た
び
示
さ
れ
た
総
合
計
画
原

案
の
特
徴
は
何
か
。

　
　

県
民
の
皆
さ
ん
が
「
く
ら
し
満
足

度
日
本
一
」
を
感
じ
、
誇
れ
る
千
葉
県

を
実
現
す
る
こ
と
を
総
合
計
画
の
基
本

理
念
に
掲
げ
た
。　

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
「
安
全

で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
、
「
千
葉

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
」
、

「
経
済
の
活
性
化
と
交
流
基
盤
整
備
」

と
い
う
三
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
た
。

　

こ
れ
に
沿
い
、
十
年
後
の
千
葉
県
の

具
体
的
な
姿
を
示
す
こ
と
で
、
本
県
の

進
む
べ
き
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
同

時
に
、
成
田
国
際
空
港
や
東
京
湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
な
ど
、
千
葉
県
が
持
つ
財
産

に
光
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
生
か
す
計
画

内
容
と
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　　
　

新
し
く
立
ち
上
げ
る
「
成
田
空
港

活
用
緊
急
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会

議
」
の
設
置
目
的
及
び
今
後
の
進
め
方

は
ど
う
か
。

　
　

成
田
空
港
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
県

で
は
、
周
辺
自
治
体
や
成
田
空
港
会
社

は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
経
済
界
、
エ
ア
ラ

イ
ン
等
の
交
通
事
業
者
、
観
光
関
係
事

業
者
な
ど
の
参
加
を
得
て
、
成
田
空
港

を
活
用
し
た
県
内
経
済
の
活
性
化
策
等

を
検
討
し
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い
く

「
緊
急
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会

議
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

第
一
回
会
議
を
十
二
月
二
十
一
日
に

開
催
し
、
本
格
的
な
検
討
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
年
度
内
に
は
成
田
新
高
速

鉄
道
の
開
業
効
果
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｒ
や

利
便
性
向
上
策
な
ど
の
「
緊
急
提
言
」

を
行
う
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
六
月
頃
に
は
、

空
港
周
辺
整
備
や
観
光
振
興
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

今
回
合
意
し
た
運
賃
値
下
げ
の
内

容
と
、
さ
ら
な
る
値
下
げ
の
取
り
組
み

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

今
回
の
運
賃
値
下
げ
は
、
平
成
二

十
二
年
夏
の
成
田
新
高
速
鉄
道
の
開
業

に
合
わ
せ
て
、
概
ね
普
通
運
賃
を
五
％
、

通
学
定
期
運
賃
を
二
五
％
、
通
勤
定
期

運
賃
を
一
％
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
資
と
し
て
、
県

及
び
六
市
二
村
は
補
助
金
を
年
三
億
円
、

鉄
道
事
業
者
も
年
三
億
円
を
、
五
年
間

に
わ
た
り
拠
出
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
内
容
と
す
る
国
の
調
整
案

を
基
本
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
県

と
六
市
二
村
が
合
意
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
県
、
六
市
二
村
と
京
成
電
鉄
及
び

北
総
鉄
道
に
お
い
て
合
意
書
を
取
り
交

わ
し
、
国
土
交
通
省
の
確
認
も
さ
れ
た
。

　

運
賃
問
題
に
つ
い
て
は
、
成
田
新
高

速
鉄
道
の
開
業
後
の
状
況
を
見
極
め
つ

つ
、
北
総
鉄
道
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
活
性
化
の
効
果
を
呼
び
込
み
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
値
下
げ
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
費
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
接
種
に
際
し
医
療
機

関
で
の
大
変
な
混
雑
が
想
定
さ
れ
る
が
、

対
応
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

接
種
費
用
は
、
国
が
一
律
に
一
回

当
た
り
三
千
六
百
円
と
設
定
し
、
小
児

な
ど
二
回
接
種
の
場
合
は
、
一
回
目
と

同
じ
医
療
機
関
で
受
け
れ
ば
、
二
回
目

は
二
千
五
百
五
十
円
で
あ
る
。
生
活
保

護
世
帯
や
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

接
種
対
象
者
は
無
料
。
こ
の
た
め
、
県

が
補
助
す
る
経
費
と
し
て
、
三
十
三
億

円
を
十
二
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
対
象
者
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
接
種
体
制

の
整
備
に
協
力
要
請
が
あ
り
、
医
師
会

や
市
町
村
と
協
議
し
た
。
接
種
が
医
療

機
関
や
医
療
機
関
以
外
の
場
所
に
お
い

て
も
安
全
で
混
乱
な
く
行
え
る
よ
う
、

ワ
ク
チ
ン
配
布
の
手
配
、
集
団
で
行
う

接
種
会
場
や
接
種
に
当
た
る
人
員
確
保

等
の
調
整
を
図
っ
て
き
た
。

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
を
勘
案
の

上
、
希
望
者
が
円
滑
に
接
種
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　　
　

中
小
企
業
支
援
な
ど
の
総
合
経
済

対
策
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
今

後
の
地
域
独
自
の
継
続
的
な
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

総
合
経
済
対
策
で
は
、
雇
用
状
況

の
悪
化
に
伴
い
、
職
を
失
っ
た
方
々
を

対
象
と
す
る
緊
急
雇
用
対
策
の
ほ
か
、

本
県
経
済
を
担
う
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
対
策
や
、
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
社
会
基
盤
の
整
備
、
地
域

特
性
を
生
か
し
た
活
性
化
策
な
ど
を
重

点
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

①
中
小
企
業
へ
の
円
滑
な
資
金
供
給
の

た
め
の
、
過
去
最
大
規
模
と
な
る
約

四
千
五
百
億
円
の
県
制
度
融
資
枠
の

確
保

②
教
育
・
福
祉
・
医
療
施
設
等
の
耐
震

改
修
や
、
介
護
福
祉
分
野
職
員
の
処

遇
改
善

③
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金
引
き

下
げ
を
生
か
し
た
、
観
光
振
興
や
企

業
誘
致

④
地
域
独
自
の
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
事
業
の
創
出
や
、
農
商
工
連
携
の

積
極
的
な
推
進

な
ど
を
、
実
施
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
将
来
に
向
け
て
多
く
の
雇

用
が
維
持
・
創
出
さ
れ
る
よ
う
、
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
雇
用
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

　

ま
た
、
若
年
者
を
含
め
、
就
職
支
援

対
策
を
強
化
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

県
で
は
、
極
め
て
厳
し
い
雇
用
情

勢
や
、
国
が
新
た
に
策
定
し
た
「
緊
急

雇
用
対
策
」
に
対
応
し
て
、
千
葉
労
働

局
と
合
同
に
よ
る
「
緊
急
雇
用
対
策
本

部
」
を
開
催
。
県
を
挙
げ
て
、
若
者
を

含
む
求
職
者
の
総
合
的
な
生
活
、
就
職

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

特
に
、
県
・
市
町
村
で
実
施
し
て
い

る
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
を
最
大
限

に
活
用
し
、
雇
用
機
会
を
さ
ら
に
拡
大

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
面
で
の
問
題
を
抱
え
る

方
も
多
い
た
め
、
就
職
支
援
と
合
わ
せ
、

住
宅
の
確
保
や
生
活
保
護
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
る
な
ど
、
一
体
的
な
支
援
も

進
め
て
い
る
。

　

若
年
者
に
対
し
て
は
、
今
年
度
か
ら

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
」
で
実
施
し
て

い
る
就
職
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
、
県

内
の
市
町
村
や
高
校
・
大
学
な
ど
に
出

張
し
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
求

職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す

る
な
ど
、
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
・
県
・
市
町
村
が
一
体

と
な
り
、
雇
用
対
策
に
一
層
努
め
て
い

く
。

　　
　

「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
総
合
優

勝
に
向
け
て
の
選
手
強
化
事
業
の
進
捗

状
況
は
、
ど
う
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
。

　
　

「
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
獲
得
に
よ

る
完
全
優
勝
」
を
目
標
に
掲
げ
、
選
手

強
化
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
秋

田
国
体
以
来
、
三
年
連
続
天
皇
杯
入
賞

や
新
潟
国
体
で
の
二
十
七
年
ぶ
り
の
皇

后
杯
入
賞
等
、
競
技
力
の
向
上
が
図
ら

れ
て
き
た
。

　

県
で
は
「
国
体
選
手
強
化
・
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
や
「
チ
ー
ム
ち
ば
ジ
ュ
ニ
ア

強
化
事
業
」
と
い
っ
た
国
体
を
見
据
え

た
選
手
の
育
成
・
強
化
事
業
を
進
め
て

き
た
。

　

今
後
は
、
総
仕
上
げ
と
な
る
直
前
合

宿
や
遠
征
、
本
番
を
想
定
し
た
強
化
練

習
や
情
報
収
集
・
分
析
・
医
学
科
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。
ま
た
、

恒
常
的
な
競
技
力
の
維
持
に
つ
な
が
る

よ
う
、
実
効
性
の
高
い
事
業
を
推
進
し

て
い
く
。

　　
　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
実

施
し
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

の
か
。

　
　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
課
題
で
あ
る
知
識
を
活

用
す
る
力
を
高
め
る
た
め
「
実
践
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
し
、
普
及
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
五
カ
所
で
「
ま
な
び
フ

ェ
ス
タ
」
を
開
催
。
優
れ
た
授
業
の
公

開
や
「
ち
ば
っ
子
」
の
良
さ
で
あ
る
読

書
好
き
を
伸
ば
す
学
校
図
書
館
の
有
効

活
用
な
ど
、
学
力
向
上
の
方
策
を
示
し

た
。
今
後
、
学
校
と
家
庭
が
一
体
と
な

っ
た
学
習
習
慣
づ
く
り
を
支
援
す
る
な

ど
、
学
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
命
を

大
切
に
す
る
教
育
を
、
ど
の
よ
う
に
充

実
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

学
校
教
育
の
活
動
全
体
を
通
し
て
、

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
優
れ
た
授
業
実

践
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
教
職
員
に
紹

介
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
道
徳
教
育
を
は
じ
め
、
教

育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
生
き
る
こ
と

を
喜
び
、
命
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
。
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政
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

経
済
・
雇
用
対
策

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
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